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指導計画

・単元の中で４回に渡り、同じ形式の「課題設定ワークシート」を用いて、課題を設定する力の
育成を目指した。

・小単元の構成を工夫

評価計画

研究内容２ 単元構成の工夫・形成的な評価

課題設定① 課題設定④課題設定③課題設定②

形成的な評価 総括的な評価

ICTを活用したワークシートの共有（生徒⇔教師）・ワークシートをポートフォリオとして活用

状態変化について ロウを使った実験 考察・まとめ

教科書
では

今回
考察・まとめ

状態変化について
ロウを使った実験

事象から
課題を設定



研究内容３ 個別最適な学びと個に応じた指導
・生徒の視点から授業像の捉え直しを行った。

・生徒一人一人に考えを表現させる場を設定した。

→ 生徒に事象を通して興味・関心を持たせ、生徒自身に探究する課題を設定さ
せることで、生徒一人一人が目的意識を持って主体的に探究する姿を目指した。

最終的に目指すところ

・単元「身の回りの物質」のゴールとしては、課題設定の４回目で自分の力だけで課題を設定
できる姿。

・３年間のゴールとしては、自ら問題を見いだし、探究する課題を設定し、レポート等にまとめる姿。



抽出生徒Aについて



抽出生徒Bについて



協議では…
①本時において、ワークシートを用いて授業を進め

たが、つまずきの把握の仕方としては妥当だった
か。

②他に、どのような方法でつまずきの把握をしたら
良かったのか。

についても、ご指摘いただけるとありがたいです。


